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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月26日(2008.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上側筐体と下側筐体とがヒンジ部を介して折り畳み可能である携帯無線通信装置におい
て、
　前記上側筐体の少なくとも一部が導電性材料で形成され、
　前記ヒンジ部は、導電性材料からなる円筒形状を有し、前記上側筐体の導電性材料で形
成された部分と電気的に接続されるように前記上側筐体に連結され、かつ、前記下側筐体
の上端部と回転可能に嵌合され、
　前記携帯無線通信装置の無線通信回路の給電点から前記ヒンジ部を介して前記上側筐体
の導電性材料で形成された部分に給電することにより、
　前記上側筐体の導電性材料で形成された部分及び前記ヒンジ部がアンテナ素子として動
作することを特徴とする携帯無線通信装置。
【請求項２】
　前記無線通信回路からの給電が容量性給電である請求項１記載の携帯無線通信装置。
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